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市
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
越
大
震
災
を
は
じ
め
、
豪
雨
・
豪
雪
と
重
な
っ
た
大
災
害
の
復
旧

は
、
昨
年
ま
で
に
ほ
ぼ
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、

皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

今
年
、
合
併
３
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
新
十
日
町
市
と
し
て
の
計
画

に
の
っ
と
っ
た
新
し
い
歩
み
の
年
と
な
り
ま
す
。

各
地
域
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
新
市
と
し
て
の
一
体
感
を
醸
成
し

て
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
思
い
や
り
と
譲
り
合
い
の
心
を
大
事
に
し

て
こ
そ
真
の
一
体
感
が
生
ま
れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

情
報
環
境
の
整
備
、
病
院
建
設
、
高
規
格
道
路
、
大
き
く
転
換
す
る

農
業
政
策
、
地
元
企
業
の
振
興
、
熱
意
あ
る
人
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

環
境
づ
く
り
…
課
題
は
山
積
で
す
。
加
え
て
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に

伴
い
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

「
選
択
と
集
中
」
を
進
め
、
新
し
い
風
・
時
流
を
読
み
な
が
ら
、
市

民
生
活
の
安
定
と
地
域
の

発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
力
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
。
い
っ

し
ょ
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

保 坂 三 郎 さん
大正12年生まれ
（新座２）

私
が
日
ご
ろ
大
切
に
し
て
い
る
言
葉

は
、
聖
徳
太
子
が
制
定
し
た
憲
法
十
七

条
の
中
の「
和
を
以
っ
て
貴
し
と
為
す
」

で
す
。
最
近
の
世
相
は
、
親
子
、
兄
弟

の
問
題
を
は
じ
め
、
学
校
で
の
い
じ
め

や
官
吏
の
汚
職
、
国
際
間
の
紛
争
な
ど

嫌
な
こ
と
が
多
く
続
い
て
い
ま
す
。
兄

弟
牆か
き

に
鬩せ

め

ぐ
の
愚
を
繰
り
返
さ
な
い
よ

う
、
お
互
い
に
「
和
」
の
心
を
大
切
に

し
た
い
も
の
で
す
。

昨
年
、
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が

公
募
し
、清
水
寺
貫
主
が
揮き

毫ご
う

し
た「
今

年
を
表
す
漢
字
一
字
」
は
「
命
」
で
し

た
。
今
年
は
ど
う
か
憎
し
み
や
争
い
の

な
い
世
の
中
に
な
り
、
今
年
を
表
す
漢

字
が
「
和
」
の
一
字
に
な
る
よ
う
に
願

っ
て
い
ま
す
。

亥

２
０
０
７

新
し
い
風

十
日
町
市
長
　
田

口

直

人

今年は亥年。十二支でいうと12番目の干支です。

市内では約4,500人が年男、年女にあたります。

それぞれの世代の亥年生まれの皆さんに、今年にかけ

る思いを一筆書いていただき、抱負などを聞きました。

珠美さん 昭和46年生まれ
田村ヒロミさん 昭和22年生まれ

利一さん 昭和46年生まれ

（南台）

ヒ
ロ
ミ
さ
ん
…
人
生
の
節
目
の
年
。
趣
味
の
社

交
ダ
ン
ス
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
も
ど
ん
ど
ん
参

加
し
て
、
若
い
人
に
は
負
け
な
い
気
持
ち
で
頑

張
り
た
い
で
す
。
好
き
な
お
花
も
い
っ
ぱ
い
植

え
て
、
友
だ
ち
と
の
交
流
の
和
も
広
げ
た
い
で
す
。

利
一
さ
ん
…
　
体
力
に
は
自
信
が
あ
る
の
で
今
年
は
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、

「
家
族
３
代
で
亥
年
」
目
指
し
て
２
世
の
誕
生
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
思
い
出
多
い
年
に
で
き
た
ら
最
高
で
す
。

珠
美
さ
ん
…
夫
に
誘
わ
れ
て
、
去
年
「
の
っ
と
れ
！
松
代

城
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
途
中
で
や
め
よ
う
と

思
っ
た
け
ど
、
夫
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
て
無
事
完
走
で
き
ま
し
た
。
今

年
は
私
が
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
え
て
あ

げ
る
わ
。ね
っ
！
い
っ
し
ょ
に
滑
ろ
。

小野塚真沙子 さん
昭和58年生まれ
（藤　倉）

人
の
力
っ
て
〝
す
ご
い
な
ー
〞
と
思

う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
友
人
の

言
葉
に
励
ま
さ
れ
た
り
、
見
知
ら
ぬ
人

の
笑
顔
を
見
て
元
気
が
出
た
り
。
不
思

議
な
パ
ワ
ー
で
す
よ
ね
。

今
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い

ま
し
た
。
老
若
男
女
全
て
の
人
か
ら
刺

激
を
受
け
て
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在

の
仲
間
も
で
き
ま
し
た
。特
に
去
年
は
、

素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
あ
り
、「
一
期
一

会
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
少
し
分
か

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
二
度
と
戻

る
こ
と
の
な
い
時
間
。
そ
の
一
瞬
一
瞬

を
大
切
に
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
感
性

を
磨
い
て
、
い
ろ
ん
な
事
に
感
動
で
き

る
人
間
を
目
指
し
ま
す
。

生越千愛さん…小学校１年のときから５年連続校内マ

ラソン大会で１位になっています。今年も頑張って６

年連続１位を目指します。

水落　久さん（右）…６月にもう１人亥年の孫が生ま

れます。おととしの中越大震災や２年続きの豪雪もあ

りましたが、今年一年を無事に過ごしていきたいと思

います。

生越一正さん（左）…６度目の亥年に感無量。父も祖

父もなしえなかった年齢です。千愛の母方の祖父の水

落さんは５回目、孫は初めての年女。ありがたく、そ

してうれしいことです。

生越一正さん 昭和10年生まれ（諏訪町）

水落　久さん 昭和22年生まれ（桑原）

生越千愛
ちあき

さん 平成7年生まれ（桑原）

利一さん

ヒ
ロ
ミ
さ
ん

珠美さん

千愛さん

久さん

一
正
さ
ん
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高 橋 千 広 さん
平成７年生まれ
（荒　屋）

小
学
校
２
年
生
の
と
き
に
、
お
父
さ

ん
に
勧
め
ら
れ
て
野
球
を
始
め
ま
し
た
。

西
小
学
校
に
い
た
と
き
は
ラ
イ
ト
で
し

た
が
、
５
月
に
田
沢
小
学
校
に
転
校
し

て
か
ら
は
レ
フ
ト
を
守
っ
て
い
ま
す
。

機
会
が
あ
れ
ば
ピ
ッ
チ
ャ
ー
も
や
っ
て

み
た
い
で
す
。
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
が
地
元
に
も
あ
る
と
い
い
な
ぁ
。
去

年
、
地
元
の
少
年
野
球
大
会
で
優
秀
選

手
賞
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
は
最
優

秀
選
手
賞
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。入

院
し
て
い
る
お
父
さ
ん
の
病
気
が

早
く
治
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
お

母
さ
ん
の
手
伝
い
を
し
て
、
助
け
て
あ

げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

市 川 芳 雄 さん
大正12年生まれ
（松代田沢）

今年で７回目の年男を迎えますが、これまで健康で

こられたのも、毎日欠かさない適量の晩酌（笑）と、長

年食生活推進委員を務めていた妻が、私に気遣って食

事を作ってくれたこと。そして毎日こまめに体を動か

してきたからだと思います。60歳ころから始めたゲー

トボールが面白くて、毎週練習に行くのが楽しみです。

82歳で２級審判員の資格も取得しました。今年こそ

は所属している田沢チームで優勝をしてみたいです。

品 田 梓 さん
平成７年生まれ
（松　代）

私は、音楽や英会話が好きなので、それを生かした

仕事をするのが夢です。きっかけは、平成14年に開

催された「地球環境米
こめ

米
こめ

フォーラム」で外国大使のホ

ームステイを受入れたことや東京芸大の先生との出会

い、そして十日町ジュニアウィンドアンサンブルでの

活動です。これらのさまざまな体験をとおして、そん

な夢を抱くようになりました。昨年、家族や学校の先

生のおかげで夢の実現のためのチャンスをつかむこと

ができました。今年は、夢への第一歩を踏み出す一年

になるので、猪のように前へ前へ進みたいと思います。

山 田 美 幸 さん
昭和58年生まれ
（東田尻）

体を動かすことが好きで、バレーボールを続けてい

ます。現在は地元のチームで楽しくやっています。バ

レーボールを通じて、たくさんの人と出会い、友達も

増えました。汗をかいた後の「一杯」はおいしいしね

（笑）。ストレスの発散にもなります。

この節目を機に、地域のために少しでも役に立つこ

とができたらいいなと思っています。今年は何度失敗

しても屈しないで、積極的に何にでも取り組めるよう

頑張っていこうと思います。

片 桐 米 子 さん
昭和34年生まれ
（千手栄町）

「今、楽しみは？願いは？」と聞かれたら、やはり

子どもの成長と家族の健康です。中学３年の受験生と

中学１年の、娘が２人います。一番難しいこの年頃で

すが、今のところ、学校生活や友達のことなどの話を

してくれるので、少しは安心しています。最近、中３

の娘が苦手のことを克服しようと頑張っているのを見

て、会社のデスクワークばかりで体を動かすことが全

くといっていいほど無いことを反省し、まずは健康づ

くりを中心に頑張ろうと思っています。自分の健康＝

家族の健康につながるのではないかと願いつつ……！　

清 水 豊 子 さん
昭和10年生まれ
（北新田３）

趣味で洋裁をはじめて50年余り。服はもちろんバッ

グや小物などを、生地や色柄を選んでどんなデザイン

に仕上げようかなんて考えながら作り上げるのが好き

なんです。還暦のころから始めたウォーキングも毎日

欠かさない日課です。12年間の夫の看病を経験して、

健康の大切さや好きなことに打ち込む喜び、そんなこ

とを教えてもらった気がします。だから、滅入ること

なく、いくつになっても挑戦する気持ちを持ち続ける

ことで心身ともに健康でいられると思います。

若 月 正 富 さん
昭和34年生まれ
（湯之島）

今
年
、
４
回
目
の
年
男
を
迎
え
ま
し

た
。
高
校
卒
業
後
、
会
社
勤
め
の
傍
ら

父
親
の
米
づ
く
り
を
手
伝
い
、
現
在
は

約
２
ha
の
稲
作
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

農
業
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
毎

年
天
候
や
病
害
虫
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
続

け
、
改
め
て
自
然
界
の
厳
し
さ
や
農
業

の
難
し
さ
を
痛
感
。
父
親
や
近
く
の
先

輩
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
勉
強
中
で
す
。

勤
務
先
で
は
食
料
品
製
造
の
仕
事
に
就

い
て
い
ま
す
。
今
年
で
20
年
目
に
な
り

ま
す
が
、
注
文
数
や
製
品
の
出
来
具
合

な
ど
毎
回
迷
い
や
悩
み
が
尽
き
ま
せ
ん
。

『
日
々
勉
強
』
を
胸
に
今
年
も
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

樋 口 吉 和 さん
昭和58年生まれ
（池　沢）

小学生から大学の終わりまで10年以上クロスカン

トリースキーに取り組みました。そのころから地域に

根付いた仕事につくことを考えており、今年４月に、

長年の夢だった消防士として十日町地域消防本部に勤

務することになりました。大学を卒業してから今まで

働いてきた中で、稼ぐことの大変さを知りました。改

めて、自分を大学まで通わせてくれ、クロカンを続け

させてくれた親に感謝したいです。消防士として働く

中で、勤務だけでなく、地域行事に積極的に参加する

ことで地域の力になっていけたらいいですね。
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第58回 十日町雪まつり

雪上カーニバル
出演者変更のお知らせ
２月17日gに開催する、雪上カーニバルに出演を予定

していた華原朋美さんは、病気休養のため出演が中止に

なり、代わりに布施明さんが出演することになりました。

クロス10、オプトニワノ、

サウンドエース、ブックス平沢、

野上書店、共立観光、信栄観光、

中央ツアー、市役所本庁売店、

ほっくほく何でも案内所、

中央・水沢・川治・吉田・中条・

下条の各公民館、川西・中里・

松代・松之山の各支所、

雪まつり事務局

雪上カーニバル入場券
好評販売中!!

── 販 売 所 ──

布施　明

幻想的なスノーワールドへようこそ！

会場：なかさと清津スキー場
（市之越）

◆問合せ：雪原カーニバルなかさと2007実行委員会事務局
1763-2511  http://www.nakasato-kiyotsu.jp/

ゲレンデいっぱいに広がるキャンドルの明かりと

冬の夜空を彩るメモリー花火。頂きからはキャンド

ルを縫うようにたいまつ滑走がゆっくり降りてき

て、訪れた人を幻想の世界へと誘います。感動いっ

ぱいの雪原カーニバルなかさと2007です。キャン

ドルに皆さんの「想い」をともしませんか？

第24回 松之山温泉スキー場

スキーカーニバル
会場：松之山温泉スキー場

ちびっ子広場

会
場
‥
越
後
松
代
城
下

（
松
代
総
合
体
育
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

◆問合せ：越後まつだい冬の陣実行委員会
1597-2220  http://www.echigo-matsudai.com/

◆問合せ：松之山観光協会　1569-3011
http://www.matsunoyama.com/kankou/

第24回を数える松之

山温泉スキー場のスキ

ーカーニバルが今年も盛大

に開催されます。地域の人たちに楽しんでもらおう

とスキー場がオープンした昭和59年から毎年実施さ

れています。

松之山地域の味覚が堪能できる「味の屋台村」は

イベントの目玉。威勢のいい呼び込みに長い行列が

できます。広場では趣向を凝らした雪上ゲームも行

われ、スキーシーズンを締めくくる楽しいイベント。

豪華賞品も多数用意しています。多数の参加をお待

ちしています。

２月中旬からの１か月間、十日町雪まつり

を皮切りに市内各地域でそれぞれの特色を生

かした楽しい催しが開催されます。十日町市

ホワイトミュージアムと称して、各地域の祭

りやイベントで相互理解と親睦を深めようと

市内一丸となって取り組まれるこの期間。心

も体も温ったか、感動と元気を与えてくれる

冬のお祭りにお出かけください。

※開催時間は予定です。

問合せ：十日町雪まつり実行委員会事務局
（本町分庁舎内）1757-3100

◆問合せ：かわにし雪まつり実行委員会事務局
1768-4951 http://www.ngt-kawanishi-kankou.jp/

川西総合体育館わきで行われていた本祭りイベン

トは、各地区のほんやら村で開催されます。「総参

加・元気雪だるま」や「ピースtoピース」など、こ

れまで好評だった催しに加え、地区の特徴やオリジ

ナリティー豊かなイベントでかわにし雪まつりが盛

り上がります。お楽しみに！

松之山 3月18日A
午前10時～午後3時 松代 3月10日G 正午

～11日A 午後3時

川西 3月３日G 午後２時

～４日A 正午中 里 3月10日G
午前9時～午後9時

第19回

雪原カーニバル
なかさと2007 かわにし雪まつりがリニューアル

約4,000人の顔写真で作られた巨大壁画。
平和へのメッセージが込められています。

会場：仙田地区ほんやら村
（道の駅瀬替えの郷せんだ）

２日間にわたって繰り広げられる戦国絵巻。30店

もの屋台が立ち並ぶ松代城下で活気みなぎる催しが

好評です。中でも人気なのは、11日a午前11時に

スタートする「のっとれ！松代城」。戦士400人が約

３㎞の雪路を松代城めざして駆け上がる鉄人レース

は圧巻そのもの。

大
川
栄
作

BSNラジオ特別番組
冬の陣出陣歌謡祭（3月11日A午後1時～）ゲスト

上
杉
香
緒
里
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税
率
の
変
更
に
よ
り
、
皆
さ
ん
か
ら
納

付
し
て
い
た
だ
く
国
税
の
所
得
税
か
ら
地

方
税
の
市
・
県
民
税
へ
、
そ
の
一
部
が
移

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
人

の
所
得
税
が
減
り
、
市
・
県
民
税
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
所
得
割
の
税
率
は
５
％
、

10
％
、
13
％
の
３
段
階
か
ら
、
今
後
は
一

律
10
％
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
所

得
税
の
税
率
も
現
在
の
４
段
階
か
ら
６
段

階
に
変
わ
り
ま
す
。

◆
市
・
県
民
税

19
年
６
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
所
得
税

①
給
料
や
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
人

19
年
１
月
以
降
の
源
泉
徴
収
分
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。

②
事
業
を
し
て
い
る
人
な
ど

20
年
３
月
の
確
定
申
告
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。

※
市
・
県
民
税
は
、
個
人
に
課
税
す
る
分

と
法
人
に
課
税
す
る
分
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
お
知
ら
せ
は
個
人
に
関
す
る
も

の
で
す
。

こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
財

源
の
確
保
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

効
率
的
に
行
え
る
よ
う
、
国
か
ら
地
方
へ

税
源
が
移
譲
さ
れ
る
も
の
で
す
。

例
え
ば
課
税
所
得
金
額
（
所
得
か
ら
控

除
を
引
い
た
も
の
）
が
２
０
０
万
円
以
下

の
人
の
市
・
県
民
税
の
税
率
は
５
％
か
ら

10
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
分
、

所
得
税
の
税
率
が
10
％
か
ら
５
％
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。
所
得
税
と
市
・
県
民
税

を
合
わ
せ
た
全
体
の
税
負
担
は
基
本
的
に

変
わ
り
ま
せ
ん
。

市・県民税�
5,000円�

市・県民税�
7,500円�

所得税�
2,500円�

所得税�
26,000円�

所得税�
13,000円�

所得税�
15,000円�

所得税�
7,500円�

所得税�
49,000円�

所得税�
24,500円� 所得税�

119,000円�

所得税�
59,500円�

所得税�
56,000円�

所得税�
28,000円�

所得税�
86,000円�

所得税�
43,000円�

所得税�
220,000円�

所得税�
122,500円�

所得税�
64,000円�

所得税�
32,000円� 所得税�

124,000円�

所得税�
62,000円�

所得税�
3,500円�

所得税�
1,700円�

市・県民税�
18,000円�

市・県民税�
31,000円� 市・県民税�

33,000円�

市・県民税�
61,000円� 市・県民税�

48,000円�

市・県民税�
91,000円� 市・県民税�

130,000円�

市・県民税�
227,500円�

市・県民税�
9,000円�

市・県民税�
9,000円�

市・県民税�
24,000円�

市・県民税�
31,500円� 市・県民税�

41,000円�

市・県民税�
65,500円� 市・県民税�

76,000円�

市・県民税�
135,500円�

市・県民税�
34,500円�

市・県民税�
66,500円�

市・県民税�
64,500円�

市・県民税�
126,500円�

所得税�
79,000円�

市・県民税�
47,000円�

所得税�
39,500円�

市・県民税�
86,500円�市・県民税�

4,200円�

市・県民税�
6,000円�

所
得
税
と
市
・
県
民
税
の

税
率
が
変
わ
り
ま
す

今
回
の
変
更
を

国
か
ら
地
方
へ
の

「
税
源
移
譲
」
と
い
い
ま
す

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
？

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

ど
う
変
わ
る
の
？

所
得
税
と
市
・
県
民
税
を
合
わ

せ
た
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん

税
源
移
譲
に
よ
る
所
得
税
と
市
・
県
民

税
に
つ
い
て
、
世
帯
構
成
や
年
収
別
に
次

の
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま
し
た
。

▼
税
額
の
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
記
載
さ
れ

て
い
る
扶
養
控
除
と
一
定
の
社
会
保
険
料

控
除
を
用
い
て
い
る
た
め
、
実
際
の
税
額

と
は
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
影

響
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

▼
市
・
県
民
税
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
均
等
割

が
含
ま
れ
ま
す
。

【表を比較する際の
注意事項】

税
源
移
譲
に
よ
る

税
額
の
割
合
に
つ
い
て

税
務
課
市
民
税
係

1
７
５
７
―
３
１
１
１

（
内
線
１
１
７
）

問合せ
景
気
対
策
の
た
め
に
税
負
担
の
軽
減
措

置
と
し
て
と
ら
れ
て
い
た
定
率
減
税
が
、

所
得
税
は
19
年
１
月
分
か
ら
、
市
・
県
民

税
は
、19
年
６
月
分
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

い
く
つ
か
の
事
例
を

挙
げ
て
み
ま
し
た
。

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

2％ 2％ 3％

10％8％3％

市・県民税が変わります
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

凝
ら
し
た
内
容
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
Ｊ
Ａ
十
日
町
と
共
催
で
開

催
さ
れ
、
地
域
の
お
母
さ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
な
ど
26
人
が
参
加
。
県
労
働
衛
生
医

学
協
会
に
よ
る
健
康
体
操
や
冬
を
楽
し
く

過
ご
す
た
め
の
座
談
会
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
浦
田
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
手
づ
く

り
弁
当
で
楽
し
い
昼
食
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
「
ふ
る
里
カ
ル
タ
」
を

使
っ
た
カ
ル
タ
取
り
も
行
わ
れ
、
会
場
は

に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

毎
回
、
弁
当
づ
く
り
を
し
て
い
る
女
性

の
皆
さ
ん
は
、「
浦
田
に
は
憩
い
の
施
設
が

な
い
の
で
、
住
民
が
気
軽
に
集
ま
る
場
が

ほ
し
か
っ
た
。
私
た
ち
も
何
か
出
来
な
い

か
と
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
大

勢
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
が
、

男
性
か
ら
も
っ
と
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

者
は
「
楽
し
い
集
ま
り
で
す
よ
。
毎
回
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。

12
月
13
日
d
、
浦
田
地
区
交
流
体
験
施

設
で
地
域
住
民
が
集
う
会
「
お
茶
の
間
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
集
い
は
、
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
組
織
さ
れ
た
浦
田

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
委
員
会
「
ど
っ
こ
い

し
ょ
」
が
中
心
と
な
っ
て
呼
び
か
け
、
４

月
か
ら
時
節
に
合
わ
せ
て
の
チ
マ
キ
作
り

や
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
な
ど
趣
向
を

き
ま
し
た
。
一
方
、
川
西
中
学
校
吹
奏
楽

部
は
近
年
部
員
も
増
え
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と

や
「
千
年
の
森
ホ
ー
ル
」
と
い
う
立
派
な

施
設
も
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
共
同
で

の
発
表
が
実
現
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
、
大
ス

ク
リ
ー
ン
で
10
年
前
の
町
の
様
子
を
懐
か

し
み
、「
ピ
ン
ク
パ
ン
サ
ー
の
テ
ー
マ
」
な

ど
の
生
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

吹奏楽の生演奏を楽しむ

12
月
15
日
f
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
川
西
支
所
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
を
招
待
し
て
、
お
し
ゃ

べ
り
や
会
食
を
し
て
も
ら
い
、
楽
し
く
一

日
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。当

日
は
、
46
人
の
お
年
寄
り
が
参
加
。

お
し
ゃ
べ
り
や
食
事
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
民
謡
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
し
た
人
は
、
「
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
知
り
合
い
も
増
え
た
し
、
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
て
ぇ
ー
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ブルーベリー
ジャム作りに挑戦

ひ
と
り
暮
ら
し
の

お
年
寄
り
を
招
待

クリスマスに備えてベリージャムを作ろう 12
月
14
日
e
、
今
年
で
24
シ
ー
ズ
ン
目

を
迎
え
た
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
で
、
救

助
・
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
月

に
は
、
２
か
年
か
け
て
進
め
ら
れ
た
ゲ
レ

ン
デ
の
造
成
工
事
が
完
了
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
県
内
外
の
ス

キ
ー
競
技
大
会
の
開
催
の
ほ

か
学
生
の
合
宿
の
受
け
入
れ

も
多
く
予
定
さ
れ
て
お
り
、

昨
シ
ー
ズ
ン
以
上
の
入
込
み

客
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
訓
練
に
は
従
業

員
ら
24
人
が
参
加
。
松
之
山

分
遣
所
と
合
同
で
リ
フ
ト
か
ら
の
救
出
訓

練
と
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
万

一
の
事
故
に
備
え
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
翌
15
日
f
に
は
ス
キ
ー
場
関
係

者
約
50
人
が
参
加
し
て
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
を
祈
願
し
ま

し
た
。

魅力ある田舎体験を目指します

シ
ー
ズ
ン
の

安
全
を
祈
り
祈
願
祭

田舎体験の指導員研修会開催
12月19日c、越後田舎体験松之山地区協議会が主催

する指導員研修会が、浦田地区体験交流施設で開催さ

れ、民泊の受入れ農家や体験指導員など約40人の会員

が参加しました。研修会では料理講習と講演会が行わ

れ、小・中学校で調理員の経験を持つ南雲幸子さんが、

地元の素材を使った子どもたちに喜ばれる料理づくり

を指導。また、講演会では、上越市安塚区で越後田舎

体験の受け入れを行っている秋山和喜さんが、これま

での体験談をユーモア交えながら話しました。協議会

では今後も研修会を実施しながら、さらに魅力ある田

舎体験を目指して行く計画で、この日は料理講習で作

った料理を

味わいなが

ら会員相互

の親睦を深

めていまし

た。

ビ
デ
オ
と
生
演
奏
を
楽
し
む

10
年
前
の
姿
を

音
楽
と
と
も
に

気軽にお茶を飲みながら談笑

リフトからの救出訓練

12
月
17
日
a
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
・
千
年
の
森
ホ
ー
ル
で
、「
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
ビ
デ
オ
上
映
会
＆
川
西
中

学
校
吹
奏
楽
部
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、

川
西
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
（
高
橋
直
人
代
表
）

と
川
西
中
学
校
（
古
川
正
巳
校
長
）
吹
奏

楽
部
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ビ
デ

オ
は
、
平
成
８
年
に
川
西
町
誕
生
40
周
年

記
念
事
業
と
し
て
当
時
の
町
の
様
子
な
ど

を
「
10
年
後
の
川
西
町
の
み
な
さ
ま
へ
」

と
題
し
て
撮
影
し
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に

収
納
し
た
も
の
で
す
。
平
成
18
年
４
月
６

日
に
挙
行
さ
れ

た
賑
わ
い
空
間

総
合
し
ゅ
ん
工

式
典
で
、
こ
の

タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
を
開
け
た
こ

と
を
き
っ
か
け

に
、
ビ
デ
オ
の

制
作
に
当
た
っ

た
川
西
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ
が
上
映

計
画
を
進
め
て

10年前のビデオを鑑賞

12月17日a、千手中央コミュニティセンターで、地元

で栽培したブルーベリーの実を使った「ベリージャム作

りワークショップ」が開催され、27人が参加しました。

この催しは、ベリースプーンかわにし（仲嶋彬代代表）

がクリスマスの時期に合わせ行ったもので、参加者は、

ジャム作りを学んだあと、作ったジャムをシフォンケー

キにたっぷりとつけ、ベリー茶といっしょに試食しまし

た。会場からは「おいしい、いい香り」といった声が聞

こえ、皆さん楽しんでいました。

ブルーベリーは、川西地域の新しい特産品となる可能

性も秘めており、主催者は、「これからも、この地域の皆

さんがベリーに親しみを持ち、日ごろの食生活に取り入

れていただける

ような普及活動

を続けていきた

い」と話してい

ました。

民謡を楽しむ参加者たち

に
ぎ
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車には目がないしゅうちゃんは、ダンプやユン
ボが大好きです。中里保育園に通うお姉ちゃんの、
通園バスのお見送りとお迎えが日課。人なつこい
しゅうちゃんは、民宿「渓山荘」の看板息子です。

ふじのき　しゅうたちゃん　
平成17年4月29日生まれ　
小出

藤ノ木崇太　
ちゃん

上村　来望
ちゃん

歌ったり踊ったりするのが大好きなくるみちゃ
んの、得意なカラオケは「犬のおまわりさん」で
す。アンパンマンのドキンちゃんがお気に入りで
とってもおしゃまなくるみちゃんです。

かみむら　くるみちゃん　
平成16年6月15日生まれ　
太田島2

今
日
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
た

か
？
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ
る

こ
と
は
、
一
日
を
快
適
に
過
ご
す
た

め
の
基
本
で
す
。

「
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
子
ど
も
は
、

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
得
点
が
高
い
傾

向
に
あ
る
（
国
立
教
育
政
策
研
究
所

調
査
結
果
）」「
毎
日
朝
食
を
食
べ
る

子
ど
も
の
方
が
、
食
べ
な
い
子
ど
も

よ
り
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
が
よ
い

（
文
部
科
学
省
調
査
結
果
）
」
な
ど
、

朝
食
の
大
切
さ
は
デ
ー
タ
と
し
て
も

表
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、「
早
寝
　
早
起

き
　
朝
ご
は
ん
」
国
民
運
動
を
展
開

し
、
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
の
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

朝
食
に
は
、
睡
眠
中
に
低
下
し
た

体
温
を
上
げ
、
休
ん
で
い
る
体
を
目

覚
め
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
脳
が
働
く
た
め
に
は
ブ
ド
ウ
糖

が
必
要
で
す
が
、
ブ
ド
ウ
糖
は
、
体

内
に
長
く
蓄
え
て
お
く
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
朝
食
を
抜
く
と
脳
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ブ
ド
ウ
糖
の
も
と
に
な
る
炭
水

化
物
（
ご
は
ん
や
パ
ン
な
ど
）
を
し

っ
か
り
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

朝
は
忙
し
い
か
ら
と

簡
単
に
済
ま
せ
が
ち
で

す
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
卓
づ
く
り
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

▼
主
食

ご
は
ん
・
パ
ン
な
ど

▼
主
菜

た
ん
ぱ
く
質
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
食
品

の
お
か
ず
（
肉
・
魚
・

卵
・
大
豆
製
品
）

▼
副
菜

野
菜
の
お
か
ず

朝
ご
は
ん
を
食
べ
て

学
力
・
体
力
ア
ッ
プ
！

朝
ご
は
ん
で

体
の
機
能
を
活
発
に

一
日
の
始
ま
り
は
朝
食
か
ら
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問合せ
健康支援課母子保健係
TEL757-3111（内線121）

VOL.15

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3111（内線214）まで

◆
現
在
の
広
報
・
防
災
無
線
に
つ
い
て

中
里
・
松
代
地
域
に
あ
る
広
報
無
線
端
末

機
、
松
之
山
地
域
に
あ
る
防
災
無
線
端
末
機

を
総
称
し
て
告
知
端
末
機
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
無
線
放
送
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式
で
、

合
併
以
前
の
町
村
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
方
式

で
す
が
、
合
併
以
降
は
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
で

新
市
１
つ
の
周
波
数
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
川
西
地
域
の
屋
外
拡

声
器
で
も
同
様
で
す
の
で
、
新
市
と
し
て
こ

れ
ら
を
統
合
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
こ
れ
ら
の
無
線
設
備
は
設
置
後
、
長
い

も
の
で
二
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
の
で
、

老
朽
化
に
よ
る
改
修
も
必
要
で
す
。

◆
告
知
端
末
機
の
し
く
み

現
在
、
市
が
予
定
し
て
い
る
告
知
端
末
機

は
基
本
的
に
は
有
線
で
接
続
さ
れ
る
の
で
、

確
実
に
各
家
庭
で
受
信
で
き
ま
す
。「
有
線
放

送
」
と
い
う
と
想
像
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

◆
放
送
音
量

告
知
端
末
機
に
は
音
量
調
整
機
能
が
あ
る

の
で
、
通
常
の
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
や

地
域
か
ら
の
お
知
ら
せ
は
任
意
の
音
量
で
受

信
で
き
ま
す
が
、
避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急
一

斉
放
送
な
ど
は
自
動
的
に
最
大
音
量
で
放
送

さ
れ
ま
す
。

◆
グ
ル
ー
プ
放
送

グ
ル
ー
プ
機
能
は
地
域
か
ら
の
情
報
を
学

校
区
や
振
興
会
、
消
防
団
単
位
な
ど
、
あ
ら

か
じ
め
グ
ル
ー
プ
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、

必
要
な
情
報
を
選
択
し
て
送
信
で
き
ま
す
。

区
長
さ
ん
な
ど
で
は
決
ま
っ
た
電
話
番
号
に

電
話
す
る
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
だ
け
に
お
知
ら

せ
で
き
ま
す
。

◆
留
守
録
音
機
能

こ
れ
ま
で
の
広
報
無
線
な
ど
で
は
、
そ
の

場
に
い
な
い
と
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
留
守
の
間
の
情
報
内
容
を

聞
き
直
す
こ
と
が
で
き
る
留
守
録
音
機
能
が

あ
り
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
の
連
携

大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
有
線
情
報
網
が

切
断
さ
れ
た
場
合
で
も
、
告
知
端
末
機
に
は

外
部
ア
ン
テ
ナ
が
あ
る
の
で
、
非
常
災
害
情

報
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
経
由
で
受
信

で
き
ま
す
。
ま
た
、
停
電
時
を
想
定
し
電
池

も
内
蔵
し
て
い
る
の
で
、
告
知
端
末
機
を
持

ち
出
し
て
屋
外
で
も
受
信
で
き
ま
す
。

■
告
知
端
末
機
に
つ
い
て
（
３
）

※
次
回
は
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
調
査
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す

小島　智章 さん

1984年生
かやもり商店勤務

いっしょにライブしませんか！

先月の大口衣吏子さんからバトンタッチ。
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趣
味
で
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
の

と
き
に
ブ
ル
ー
ス
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
覚
え
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
友
人
と
バ
ン
ド
を

組
み
ま
し
た
。
相
方
が
作
曲
と
ギ
タ
ー
を
、
自
分
は

作
詞
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
担
当
し
、
文
化
祭
で
ラ
イ
ブ

を
や
っ
た
り
、
路
上
で
歌
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

１
年
前
、
前
回
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
た
大
口

さ
ん
と
バ
ン
ド
を
組
み
ま
し
た
。
自
分
が
ギ
タ
ー
を

弾
き
彼
女
が
ボ
ー
カ
ル
で
す
。
週
に
１
回
、
本
町
通

り
や
地
下
道
で
ラ
イ
ブ
を
や
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
寒
く
な
り
ま
す
が
、
気
合
い
で
や
っ
て
る
ん
で
聴

き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の
バ
ン
ド
仲
間
で
、
年

に
４
回
合
同
ラ
イ
ブ
も
や
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
思
い

の
仲
間
が
い
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。
ギ
タ
ー
１
本

持
参
で
も
い
い
し
一
人
で
歌
う
だ
け
で
も
い
い
。
楽

し
み
を
共
有
す
る
仲
間
、
い
つ
で
も
募
集
中
で
す
。

近
々
市
内
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が
で
き
る
っ
て
う
わ

さ
を
聞
い
た
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
も
っ
と
仲
間
が
増
え
る
と
い
い
な
ぁ
。

主
食
・
主
菜
・
副
菜
は

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
か
？
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信
濃
川
河
川
環
境
保
全
モ
ニ
タ
ー
の
樋
熊
清

治
氏
は
「
信
濃
川
と
十
日
町
地
域
の
地
下
水
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
中
越
大
震
災
の
際
に
浅

河
原
を
は
じ
め
３
つ
の
調
整
池
が
使
用
不
能
と

な
り
、
全
流
量
が
信
濃
川
に
流
さ
れ
た
経
緯
を

説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十
日
町
市
・
小
千
谷

市
に
多
く
見
ら
れ

る
火
山
灰
が
た
い

積
し
た
地
層
の
軟

弱
さ
を
示
唆
し
、

日
ご
ろ
か
ら
の
危

機
管
理
意
識
に
つ

い
て
訴
え
か
け
ま

し
た
。

９
時
、
市
博
物
館
に
集
合
し
た
参

加
者
は
、
郷
土
史
家
の
佐
野
良
吉
氏

に
よ
る
講
話
「
火
焔
型
土
器
と
信
濃

川
」
に
耳
を
傾
け
、
館
内
を
自
由
に

見
学
し
た
後
、
２
班
に
分
か
れ
て
バ

ス
ツ
ア
ー
に
出
発
し
ま
し
た
。

12
月
16
日
G
、
発
電
用
取
水
に
よ
る
極
端
な
減
水
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
第
８
回
信
濃
川

水
な
し
サ
ミ
ッ
ト
「
し
な
の
が
わ
新
・
発
見
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
日
本
一

の
信
濃
川
を
見
て
み
よ
う
」
と
、
信
濃
川
中
流
部
に
建
設
さ
れ
た
水
力
発
電
施
設
を
巡
る

バ
ス
ツ
ア
ー
形
式
を
初
め
て
採
用
し
、
市
内
外
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
前
後
の
講
演
・
報
告
の
ほ
か
、
参
加
者
は
長
野
県
飯
山
市
に
あ
る
西
大
滝
ダ
ム

か
ら
小
千
谷
市
山
本
の
小
千
谷
発
電
所
ま
で
の
63
・
５
㎞
の
う
ち
、
十
日
町
市
宮
中
か
ら

小
千
谷
市
山
本
ま
で
を
見
学
し
ま
し
た
。

日
本
一
の
信
濃
川
を
見
て
み
よ
う�

施設巡回後、十日町

情報館で、環境問題が

発生している現地を調

査研究する新潟大学理

学部の環境問題現場ゼ

ミの学生が報告を行い

ました。学生たちは、

流域関係者のインタビ

ューやゼミ内でのディスカッションをまとめた調査成果

に基づいて、「川は誰のものでもなく、特定の人が環境を

省みず使用して良いものではない」、「これからは環境や

地元住民に配慮した水の利用を行うべき」と結びました。

ＪＲ宮中取水ダムでは、取水量最大316.96k／ｓと記載され

た水利使用標識を確認するほか、重力式ダムのゲート上を歩い

て信濃川を横断し、ダム下流の流量を確認しました。その後、

浅河原調整池、千手発電所、山本・新山本調整池、小千谷発電

所と取水された信濃川の流水と同じ経路をたどりながら、水力

発電の各施設を巡りました。車内では、現代の社会生活を支え

る電力の重要性のほか、地球温暖化の問題と温暖化の原因となる二酸化炭素

の排出量が他の発電方法に比べて極めて少ない水力発電の有用性について市職

員が説明し、「河川環境と発電の調和」に向けて理解を求めました。

満々と水をたたえるＪＲ宮中取水ダム

平
成
15
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て
き
た

吉
田
ク
ロ
カ
ン
競
技
場
。
立
体
交
差
橋
建

設
、
発
着
場
整
備
、
農
道
拡
張
な
ど
の
各

種
工
事
を
経
て
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
名
称
も
、
こ
れ
ま
で
の
十
日
町

市
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を
、

今
年
度
か
ら
十
日
町
市
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
競
技
場
に
変
更
し
ま
し
た
。

吉
田
ク
ロ
カ
ン
競
技
場
は
昨
年
、
7
全

日
本
ス
キ
ー
連
盟
（
Ｓ
Ａ
Ｊ
）
の
公
認
競

技
施
設
と
し
て
更
新
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

施
設
は
全
国
に
46
施
設
あ
り
、
新
潟
県
内

に
は
吉
田
ク
ロ
カ
ン
競
技
場
の
ほ
か
に
妙

高
市
、
南
魚
沼
市
、
津
南
町
の
計
４
か
所

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
完
成
し
た
大
会

運
営
拠
点
施
設
の
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ハ
ウ
ス
と
あ
わ
せ
て
、
全
国
に
誇
れ
る

施
設
が
整
い
ま
し
た
。

吉
田
ク
ロ
カ
ン
競
技
場
に
は
、
５
㎞
コ

ー
ス
が
２
本
（
発
着
場
を
中
心
に
南
側
の

Ａ
コ
ー
ス
と
北
側
の
Ｂ
コ
ー
ス
）
、
10
㎞

コ
ー
ス
が
１
本
（
５
㎞
Ａ
＋
Ｂ
コ
ー
ス
）、

３
・
75
㎞
コ
ー
ス
が
２
本
（
５
㎞
Ａ
・
Ｂ

各
コ
ー
ス
の
一
部
を
使
用
）
の
計
５
コ
ー

ス
が
設
置
可
能
で
す
。
最
低
地
点
の
標
高

は
１
９
１
ｍ
（
発
着
場
）
、
最
高
地
点
の

標
高
は
２
７
９
ｍ
（
５
㎞
Ｂ
コ
ー
ス
）
で
、

最
大
標
高
差
は
88
ｍ
に
も
な
り
ま
す
。

信
濃
川
の
河
岸
段
丘
を
利
用
し
た
眺
め

の
良
い
雄
大
な
コ
ー
ス
が
特
長
の
吉
田
ク

ロ
カ
ン
競
技
場
。
Ａ
・
Ｂ
両
コ
ー
ス
は
途

中
で
立
体
交
差
し
て
お
り
、
周
回
は
毎
回

発
着
場
に
戻
る
な
ど
コ
ン
パ
ク
ト
な
コ
ー

ス
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
着

場
で
は
電
光
掲
示
板
で
順
位
や
タ
イ
ム
が

一
目
で
わ
か
る
な
ど
、
観
客
に
と
っ
て
は

応
援
し
や
す
い
競
技
場
で
す
。
し
か
し
、

起
伏
の
激
し
さ
は
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
、
選
手
に
と
っ
て
は
大
変
き
つ
く
、

ハ
ー
ド
な
コ
ー
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

吉
田
ク
ロ
カ
ン
競
技
場
で
は
今
後
、
全

国
大
会
３
大
会
を
は
じ
め
全
国
規
模
の
大

会
が
多
数
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
大
会

に
は
、
地
元
選
手
の
出
場
も
期
待
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
、
会
場
に
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
走
り
を
体
感
し
、
地
元
選
手
の
活
躍
を

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

市
国
体
準
備
室

1
７
５
２
│
３
１
０
３

問合せ

市
街
地
を
一
望
で
き
る
吉
田
地
区
に
国
内
屈
指
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
コ
ー
ス
「
十
日
町
市
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
」（
吉
田

ク
ロ
カ
ン
競
技
場
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
年
か
ら
３
年
連
続
で
行
わ
れ

る
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
全
国
大
会
の
会
場
と
な
り
ま
す
。

国
内
有
数
の
コ
ー
ス
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

天皇杯第85回全日本スキー選手権大

会の運営をサポートしていただくボラ

ンティアスタッフを募集します。

日時 ２月15日e午前９時～午後５時、

16日f・17日g・19日b午前８時

～午後３時　※時間は概ね、１日単

位でも可

会場 吉田クロスカントリー競技場と

その周辺

対象 高校生以上の健康な人　※男女

不問、高校生は保護者の同意が必要

活動内容 会場設営や場内整理、簡単

な庶務・接待など　※クロスカント

リースキー競技の知識がない人でも

できる内容です

申込み・問合せ １月31日dまでに、

トキめき新潟国体冬季大会等十日町

市実行委員会事務局（市国体準備室

内）1752-3103

全日本スキー選手権大会
ボランティア募集

公
認
５
コ
ー
ス
・
標
高
差
88
ｍ

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を

そ
の
目
で

観
客
は
応
援
し
や
す
い
！

選
手
は
大
変
き
つ
い
！
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迫
力
あ
る
生
の
演
技
が
目
の
前
で

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
●
日
時
＝
１

月
27
日
g
・
28
日
a
午
後
２
時
〜

（
開
場
１
時
30
分
）
●
会
場
＝
市
民

会
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
出
演
団

体
・
演
目
＝
27
日
‥
六
日
町
高
校
演

劇
部「A

n
g
el
H
alo

」、小
出
高
校
演

劇
部
「
犀
〜
思
い
出
の
コ
ウ
イ
チ
ロ

ウ
君
へ
〜
」、
十
日
町
高
校
演
劇
部

「T
ales

o
f
a
m
in
e

」、28
日
‥
小
千
谷

西
高
校
演
劇
部
「
キ
オ
ク
の
欠
片
」、

劇
団
御
の
字
「N

G

」●
問
合
せ
＝
中

央
公
民
館
（
1
７
５
７
│
５
０
１
１
）

学
校
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
１
月

20
日
g
午
前
９
時
〜
●
会
場
＝
中
央

公
民
館
●
参
加
費
＝
初
級
‥
７
０
０

円
・
中
級
‥
１
、
２
０
０
円
●
定
員

＝
先
着
20
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

１
月
17
日
d
ま
で
に
中
央
公
民
館

（
1
７
５
７
│
５
０
１
１
）

●
日
時
＝
２
月
１
日
〜
３
月
29
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
体
験

工
房
館
●
受
講
料
＝
５
０
０
円
（
き

も
の
一
式
持
参
の
場
合
）
●
定
員
＝

先
着
10
人
（
当
日
受
付
可
）
※
途
中

受
講
可
能
で
す
。
●
問
合
せ
＝
キ
ナ

ー
レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
１
月
29
日
b
午
後
６
時
30

分
〜
●
会
場
＝
十
日
町
商
工
会
議
所

●
入
場
料
＝
無
料
●
内
容
＝
講
演

「
倫
理
的
商
法
と
は
」
大
垣
吉
宏
氏

（
2
ミ
ヤ
シ
ン
ホ
ー
ム
代
表
取
締
役
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
商
工

会
議
所
（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
●

日
時
＝
１
月
27
日
g
午
後
２
時
〜
３

時
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●
対
象
＝

３
歳
以
上
●
参
加
費
＝
２
０
０
円
●

問
合
せ
＝
加
賀
書
院
（
1
７
５
２
│

２
１
１
４
）

【
お
す
す
め
あ
っ
た
か
鍋
料
理
】

き
り
た
ん
ぽ
風
だ
ま
こ
鍋
、
カ
キ

の
ね
ぎ
味
噌
焼
き
、お
手
軽
焼
き
り

ん
ご
・
ア
イ
ス
添
え
な
ど
を
作
り
ま

す
。
●
日
時
＝
１
月
20
日
g
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
１
時
●
申
込
み
締
切

り
＝
１
月
16
日
c
●
会
場
＝
東
北
電

力
㈱
十
日
町
営
業
所
●
参
加
費
＝
５

０
０
円
●
定
員
＝
各
回
12
人
（
申
込

多
数
の
場
合
抽
選
）
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
1
７
５
７
│
１
９
８
７
）

教
育
委
員
会
で
は
、
19
年
度
の
市

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
●
応
募
資

格
＝
19
年
度
に
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
、
短
期
大
学
、

大
学
に
進
学
予
定
か
在
学
中
で
、
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
①
保
護
者

が
十
日
町
市
に
３
年
以
上
住
所
を
有

し
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
②

学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
人

③
経
済
的
な
理
由
で
学
資
の
支
払
い

19
年
度
市
奨
学
生
募
集

第
５
回
妻
有
演
劇
ま
つ
り

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

十
日
町
市
倫
理
法
人
会

経
営
者
の
集
い

十
日
町
お
や
こ
劇
場

暗
や
み
豆
ま
き
会

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

平
成
19
年
４
月
１
日
採
用
の
十

日
町
市
職
員
採
用
試
験
（
３
回
目
）を

実
施
し
ま
す
。
保
健
師
が
対
象
の
採

用
試
験
で
す
。

保
健
師
　
１
人

保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
平
成
18
年
度
の
国
家
試
験
で
取

得
見
込
み
の
人

※
昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
（
採
用
日
前
日
で
31
歳
に
達

し
な
い
）
人

【
第
１
次
試
験
…
筆
記
試
験
】

期
日
＝
２
月
11
日
a

会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

試
験
科
目
＝
教
養
試
験
、専
門
試
験
・

適
性
試
験
、
作
文

【
第
２
次
試
験
…
面
接
試
験
】

期
日
＝
３
月
上
旬
（
会
場
な
ど
詳
細

は
１
次
試
験
合
格
者
に
直
接
通
知
）

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
１
月

30
日
c
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
に
、
必
要
書
類
を
総
務

課
人
事
係
に
提
出
（
持
参
す
る
場
合

は
本
人
以
外
で
も
可
、
郵
送
可
※
１

月
30
日
必
着
）

¡

職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
総
務
課

人
事
係
に
配
置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://
w
w
w
.c
ity
.to
k
a
-

m
a
c
h
i.n
iig
a
ta
.jp

に
も
掲
載
）

¡

最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書

（
来
春
卒
業
見
込
者
は
最
近
ま
で
の

も
の
）

¡

保
健
師
免
許
の
写
し
（
取
得
見
込

者
を
除
く
）

¡

返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
２
枚
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

１
７
０
、２
０
０
円
（
18
年
4
月
１

日
現
在
、
受
験
資
格
取
得
直
後
に
採

用
の
場
合
）

総
務
課
人
事
係

1
７
５
７
│
３
１
１
１

（
内
線
２
１
２
）

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

き
も
の
着
付
け
教
室

職
員
募
集

平
成
19
年
度

採
　
用

●
募
集
職
種
・
人
数
・
受
験
資
格

●
試
験
方
法

●
問
合
せ

●
給
与
（
初
任
給
）

●
必
要
書
類

●
申
込
み

１月１日（元日）、川西総合体育館で第22回十日町市川西

元旦卓球大会が開催されました。十日町市卓球協会（渡辺一

治郎会長）が毎年開いているもので、今年は東京など関東圏

を含む県内外から約160人が参加しました。キリッと締まっ

た元日の空気の中、選手たちは予選リーグ・決勝トーナメン

トともに熱戦を繰り広げていました。カデット男子の部に出

場した柳健太さん（川西中２年）は、「卓球を始めて２年。

この大会も２回目です。元旦から卓球すると気持ちが引き締

まっていいですね。県大会ベスト４が目標。今日は決勝進出

を目指します」と言ってラケットを握りしめていました。

12
月
28
日
e
、
姉
妹
都
市
・
コ
モ
市
か
ら
の

交
換
留
学
生
２
人
が
田
口
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交

流
協
会
の
設
立
15
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
留
学
生
の
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
・
ジ
ェ
ル
フ
ィ
ー
ニ
さ
ん
（
17
歳
）
と
ジ
ョ

ア
ン
ナ
・
カ
ル
ト
オ
ッ
チ
さ
ん
（
19
歳
）
は
、
12

月
27
日
d
〜
１
月
10
日
d
の
間
市
内
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ジ
ョ
ア
ン
ナ

さ
ん
は
、「
東
洋
文
化
に
興
味
が
あ
る
の
で
、
今

回
、
十
日
町
に
来
ら
れ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

身も心も引き締まる元旦卓球

コ
モ
市
か
ら
交
換
留
学
生
が
来
市

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

健脚競う十日町新雪マラソン大会

第28回十日町新雪ジョギングマラソン大会が、１月２日cに開催さ

れました。新春恒例となったこの大会は、新座地区体育協会主催によ

り地域の皆さんが一丸となって運営している大会です。十日町中学校

を発着とした３㎞・５㎞・10㎞・ハーフマラソンの４部門に分かれて

行われ、４歳から80歳までの老若男女約350人が参加しました。中に

は兵庫県や滋賀県など県外からの参加者もみられました。ときどき小

雨の混じる中、ランナーたちは2007年の走り初めを楽しんでいまし

た。優勝者は次の通りです。▼３㎞男子：片原照・女子：橋本優▼５

㎞男子：宮沢匡・女子：田村捺美▼10㎞男子：田村英晃・女子：荒井

佳子▼ハーフマラソン男子：藤沢聡志・女子：高村まゆみ　※敬称略



市報とおかまち『だんだん』平成19年1月10日号19 市報とおかまち『だんだん』平成19年1月10日号 18

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

が
困
難
な
人
④
心
身
と
も
に
健
全
な

人
●
奨
学
金
月
額
＝
▼
高
等
学
校
‥

１
０
、
０
０
０
円
▼
高
等
専
門
学
校

‥
２
０
、
０
０
０
円
▼
専
修
学
校
‥

３
０
、
０
０
０
円
▼
短
期
大
学
・
大

学
‥
３
５
、
０
０
０
円
●
貸
与
期
間

＝
19
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学
校
の

最
短
終
業
年
限
の
終
わ
り
ま
で
●
提

出
書
類
＝
①
奨
学
金
等
貸
与
願
書
②

在
学
（
卒
業
）
学
校
長
の
推
薦
書
③

成
績
証
明
書
④
住
民
票
謄
本
⑤
医
師

の
健
康
診
断
書
⑥
市
県
民
税
所
得
課

税
証
明
書
（
世
帯
全
員
の
も
の
）
⑦

連
帯
保
証
人
（
市
内
に
住
所
を
有
す

る
）
を
内
諾
し
て
い
る
人
の
納
税
証

明
書
⑧
同
一
世
帯
に
高
校
生
以
上
の

学
生
が
い
る
場
合
、
そ
の
学
生
の
学

生
証
の
写
し
⑨
専
修
学
校
希
望
者
は

そ
の
学
校
要
覧
な
ど
※
①
②
⑤
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
●
そ
の

他
＝
修
学
一
時
金
希
望
者
も
若
干
名

募
集
し
ま
す
（
高
校
20
万
円
〜
大
学

50
万
円
、
願
書
は
奨
学
金
と
兼
用
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
28
日
d

ま
で
に
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
内
線
３
１
４
）※
３
月
下
旬
に
奨
学

生
を
内
定
し
、
月
末
ま
で
に
応
募
者

に
通
知

19
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
正
職

員
を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
人
員
＝

一
般
事
務
職
員
‥
１
人
●
受
験
資
格

＝
19
年
４
月
１
日
現
在
で
満
18
歳
〜

29
歳
の
人
●
採
用
条
件
＝
市
内
在
住

で
自
動
車
普
通
免
許
を
有
し
十
日
町

事
務
局
に
通
勤
可
能
な
人
●
選
考
方

法
＝
書
類
審
査
・
作
文
・
面
接
な
ど

（
２
月
中
旬
予
定
）●
募
集
締
切
＝
１

月
30
日
c
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
に
最
終
学
歴
の
卒
業
（
見
込
）
証

明
書
を
添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
6
十
日
町
地

域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
1
７

５
７
│
５
７
０
８
）

19
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
事
務

所
長
を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
職
種

＝
南
（
中
里
）
事
務
所
長
‥
１
人
●

受
験
資
格
＝
19
年
４
月
１
日
現
在
で

満
57
歳
〜
62
歳
の
人
●
採
用
条
件
＝

市
内
在
住
で
自
動
車
普
通
免
許
を
有

し
南
事
務
所
に
通
勤
可
能
な
人
●
給

与
な
ど
＝
年
収
２
７
０
万
円
程
度

（
各
種
保
険
な
ど
加
入
）●
任
用
期
間

＝
原
則
１
年
と
し
成
績
良
好
の
場
合

満
65
歳
の
年
度
末
ま
で
●
選
考
方
法

＝
書
類
審
査
・
面
接
な
ど
（
２
月
下

旬
予
定
）
●
募
集
締
切
＝
１
月
30
日

c
ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を

提
出
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
6
十
日

町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
1
７
５
７
│
５
７
０
８
）

本
庁
舎
内
で
の
相
談
・
手
続
に
手

話
奉
仕
員
が
同
行
し
ま
す
。
●
日
時

＝
１
月
15
日
b
・
２
月
19
日
b
・
３

月
12
日
b
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
●

会
場
＝
本
庁
福
祉
課
障
害
福
祉
係
●

問
合
せ
＝
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
内

線
１
４
１
）

【
ア
ル
ペ
ン
競
技
】

●
日
時
＝
２
月
４
日
a
午
前
８
時
受

付
開
始
●
会
場
＝
上
越
国
際
当
間
ス

キ
ー
場
●
参
加
資
格
＝
市
内
及
び
津

南
町
在
住
・
在
学
・
在
職
者
●
競
技

種
目
＝
▼
大
回
転
‥
①
小
学
３
年
以

下
男
女
②
小
学
４
年
男
女
③
小
学
５

年
男
女
④
小
学
６
年
男
女
⑤
中
学
男

女
⑥
24
歳
以
下
男
子
⑦
34
歳
以
下
男

子
⑧
44
歳
以
下
男
子
⑨
45
歳
以
上
男

子
⑩
高
校
生
以
上
女
子
●
参
加
費
＝

１
、
０
０
０
円
（
リ
フ
ト
代
別
途
）

●
申
込
み
締
切
り
＝
１
月
19
日
f

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
】

●
日
時
＝
２
月
11
日
a
午
前
７
時
30

分
受
付
開
始
●
会
場
＝
吉
田
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
●
参
加
資
格
＝

市
内
在
住
・
在
学
・
在
職
者
●
競
技

種
目
＝
▼
個
人
‥
①
小
学
２
年
以
下

男
女
１
㎞
②
小
学
３
年
男
女
２
㎞
③

小
学
４
年
男
女
２
㎞
④
小
学
５
年
男

女
３
㎞
⑤
小
学
６
年
男
女
３
㎞
⑥
中

学
男
子
５
㎞
⑦
中
学
女
子
３
㎞
▼
ス

プ
リ
ン
ト
リ
レ
ー
（
３
人
×
１
㎞
を

２
回
）
‥
①
中
学
男
子
②
中
学
女
子

③
小
学
男
子
④
小
学
女
子
●
参
加
費

＝
１
、
０
０
０
円
、
リ
レ
ー
１
チ
ー

総合体育館では、運動経験がない人でも安心して楽しく体力づくりができるよう、
教室や無料体験講座を開催しています。下記講座の４期参加者を募集中です。

内　容

時　間

４期開
催期間

ソフトエアロビクス教室
【１コース10回】

足腰への負担の少ない
運動で、高齢者や初め
ての人でも安心して参
加できます。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

初心者から慣れてきた
人を対象に、徐々にレ
ベルをあげていく基本
的な教室です。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

月曜日【昼】
午前10時～11時15分

木曜日【夜】
午後７時30分～８時45分

１月15日～３月26日
※2月12日bは除く

１月18日～３月22日

エアロビクス教室
【１コース10回】

けんこつ体操教室
【１コース10回】

寝たきりにならないよ
うに、筋肉や骨、脳を
刺激し、体をきたえる
運動をします。
【対象＝
おおむね50歳以上】

金曜日【昼】
午前10時～11時15分

１月19日～３月23日

費　用
参加費（１コース分）2,000円

施設使用料（毎回）200円または定期券
※１か月以上の定期券をお持ちの人は参加費のみ

ィットネス　　　ってみようディ！
申込み・問合せ
総合体育館

（1752─4377）
やフ

市
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
職
員
募
集

十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
長
募
集

本
庁
福
祉
課
窓
口
に
手
話

奉
仕
員
を
配
置
し
ま
す

ム
１
、
０
０
０
円
●
申
込
み
締
切
り

＝
１
月
19
日
f

【
共
通
】
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
参
加

費
を
添
え
て
、
申
込
み
用
紙
を
総
合

体
育
館
（
1
７
５
２
│
４
３
７
７
）

に
提
出

県
で
は
地
域
の
防
災
力
向
上
の
た

め
、
防
災
士
資
格
取
得
研
修
の
受
講

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
●
補

助
対
象
者
＝
①
県
内
に
居
住
す
る
個

人
②
こ
れ
か
ら
研
修
を
受
講
す
る
人

③
県
自
主
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
登
録
で
き
る
人
●
募
集
人
数
＝
先

着
１
０
０
人
●
補
助
金
の
額
＝
防
災

士
資
格
取
得
研
修
の
受
講
費
用
（
約

６
０
、
０
０
０
円
）
の
内
１
５
、
０

０
０
円
●
研
修
日
な
ど
＝
【
新
潟
３

月
コ
ー
ス
】
期
日
‥
３
月
２
日
f
・

３
日
g
・
４
日
a
（
１
月
31
日
d
入

金
締
切
り
）、
会
場
‥
朱
鷺
メ
ッ
セ

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
〒
９
５
０
│

８
５
７
０
新
潟
市
新
光
町
４
│
１
新

潟
県
県
民
生
活
・
環
境
部
防
災
局
危

機
管
理
防
災
課
地
域
防
災
強
化
室
●

（
1
０
２
５
│
２
８
０
│
５
７
０
７
）

次
の
融
資
を
利
用
し
た
事
業
所
に

対
し
て
、
18
年
中
に
支
払
っ
た
利
子

に
か
か
る
利
子
補
給
が
あ
り
ま
す
。

※
市
町
村
か
ら
の
利
子
補
給
額
が
控

除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
利

用
融
資
＝
①
県
の
平
成
16
年
新
潟
県

中
越
大
震
災
災
害
融
資
②
政
府
系
金

融
機
関
の
災
害
融
資
（
金
利
軽
減
措

置
適
用
分
）
③
市
の
中
越
地
震
災
害

緊
急
特
別
資
金
●
申
請
期
限
＝
２
月

28
日
d
●
問
合
せ
＝
産
業
振
興
課
商

工
振
興
係
（
1
７
５
７
│
３
１
３
９
）

●地域福祉基金へ＝田畑純一

（元町・50,000円）高橋智

（高原田・80,000円）

●情報館へ＝小川公巴（本町

４）和田さやか（塚原町）平

野悟（東善寺）南雲文一（発

電所通り東）片桐久作（田

川町１）田中陽一（田中町

本通り）裏千家中里会（10,

000円）滝沢議市（津南町）

大津秀樹（南魚沼市）新潟

県立近代美術館（長岡市）

●博物館へ＝阿部芳平（本町

東１）三上美代造（本町７

－２）樋熊進（廿日城）

12月15日届出分まで（敬称略）

寄付ありがとう寄付ありがとう

旧織物会館の土地及び建物の公売予定者を、公募型

プロポーザル方式により選定するにあたり、旧織物会

館土地・建物公売事業提案要項に基づき、提案書の提

出をお願いするものです。

この公売は、民間事業者が十日町市の中心市街地に

おいて、少子高齢化社会に対応した快適な居住環境を

整えることにより、安心で利便性の高い生活空間を創

出するとともに、商店街の活性化とにぎわいづくりに

貢献できる事業を行うことが目的です。

○ 物件の概要

土地　1717.12㎡　　建物（鉄筋コンクリート造４

階建ほか 延床面積　1664.14㎡）

○ 主な条件

建物を除却し、高齢者ニーズを踏まえつつ、広い年

齢層に対応できるマンションを建設すること

○ 手 続 き

①提案への参加申込（～１月24日d）

②質問の受付（～１月30日c）

③質問の回答期日（２月２日f）

④提案書の提出（～２月28日d）

□問合せ先　財政課管財係
1757-3111（内線223 224） FAX 752-4635

E-mail  th-zaisei@city.tokamachi.niigata.jp

～旧織物会館土地・建物公売～

マンション建設を条件に公募型プロポーザルコンペを実施します

「
中
小
企
業
者
の
災
害
融
資

利
子
補
給
事
業
」の
申
請
手

続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

本町西線�

対象地�

国道117号�

●キナーレ�
●クロス10

至長野�

●十日町病院�

国
道
２
５
３
号�

高
田
町�

JR飯山線�

防
災
士
資
格
取
得
費
用
を

一
部
助
成
し
ま
す

（社）

（社）

▼
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
、
亥
年
生
ま
れ
の

人
た
ち
を
取
材
す
る
際
、
今
年
96
歳
の
人
が

明
治
44
年
生
ま
れ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

少
し
驚
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
明
治
か
ら

大
正
に
移
行
し
た
の
は
西
暦
で
い
う
と
１
９

１
２
年
で
あ
り
、
あ
と
５
年
で
明
治
時
代
が

終
わ
っ
て
か
ら
１
０
０
年
に
な
る
と
い
う
当

た
り
前
の
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
か

ら
で
す
。
私
の
好
き
な
句
の
一
つ
、
中
村
草

田
男
の
「
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け

り
」
を
時
代
へ
の
郷
し
ゅ
う
で
は
な
く
、
時

代
の
終
え
ん
と
い
う
意
味
で
考
え
て
し
ま
い

ま
す
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
今
年
は
昭
和
が
終

わ
っ
て
19
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
全
然
実
感

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ろ
そ
ろ
昭
和
時
代
と

し
て
郷
し
ゅ
う
の
中

で
語
ら
れ
始
め
る
こ

ろ
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

（南）

▼
私
は
今
年
、
年
男
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

年
の
話
を
す
る
と
き
、
特
に
年
上
の
人
に
は

生
ま
れ
年
の
出
来
事
を
話
し
ま
す
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
東
海
道
新
幹
線
開
業
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
は
新
潟
地
震
、
新
潟
国
体
と
、

こ
こ
ま
で
話
す
と
「
あ
〜
あ
の
時
の
」。
少

し
背
も
高
い
か
ら
か
、
時
代
の
過
ぎ
る
の
は

早
い
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
そ
う
で
す
。
印
象

深
い
年
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
冬
、
特
に
雪
降
り
間
際
の
こ
の
季
節
の
雨

に
、
秋
の
雨
と
は
違
う
冷
た
く
水
っ
ぽ
い
臭

い
に
気
付
き
ま
す
。
都
内
で
勤
め
を
し
て
い

た
こ
ろ
も
、
朝
こ
の
臭
い
に
気
付
い
て
長
靴

を
履
い
て
い
っ
た
ら
、
や
は
り
日
中
か
ら
予

報
は
ず
れ
の
雪
。
同
僚
に
驚
か
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
「
雪
の
臭
い
」
だ

と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。

（鈴）
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■
編
集
/総
務
課
広
報
広
聴
係

お
い
し
そ
う
な

さ
つ
ま
い
も

学校の畑に植えたおいもを力いっぱい引っ張りました。大きかったのでスイートポテトを作りました。家の人にもおいしいと言ってもらえて、とてもうれしかったです。

山本翔大さん（１年）

松
代
の
自
然
と
家

シャッターの絵柄と家の感じが好きだったので描きました。外壁も一枚一枚色を変えて、立体感のある絵にしました。手前は道路だけど、灰色はさみしいのでお花畑にしました。

畔上毬那さん（６年）

保

健

室

保健室は、静かで
先生も優しいから

好きで

す。身長計や体重
計などいろんなも

のがあり

ます。暗い感じが
する部屋だけど、

たくさん

の色を混ぜて明る
くなるように工夫

しました。

小野島奈美さん
（５年）

市民の動き

松
代
小
学
校

19

トランペット

運
動
会
の
マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
で
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
を
吹
い
て
い
る
私
で
す
。
始
め
て
半
年

ほ
ど
な
の
で
、
自
信
が
な
く
て
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
。
ピ
ス
ト
ン
を
押
す
指
の
か
た
ち

を
表
す
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

佐
藤
美
蘭
さ
ん
（
４
年
）

リコーダーを
吹いている友だち

３
年
生
に
な
っ
て
リ
コ
ー
ダ
ー
を
習
い

ま
し
た
。
ト
ー
ン
ホ
ー
ル
を
見
な
が
ら
一

生
懸
命
吹
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
は

「
さ
よ
な
ら
」
と
い
う
歌
が
好
き
で
す
。
練

習
し
て
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
で
す
。

品
田
　
梢
さ
ん
（
３
年
）

でっかい
きゅうりがとれ

たぞ！

ク
ラ
ス
で
育
て
た
き
ゅ
う
り
が
長
く
伸
び

て
た
く
さ
ん
な
り
ま
し
た
。
葉
っ
ぱ
に
は
ギ

ザ
ギ
ザ
が
あ
っ
て
、
実
に
は
、
ト
ゲ
も
あ
り

ま
し
た
。
少
し
痛
か
っ
た
け
ど
、
食
べ
た
ら

パ
リ
ッ
と
音
が
し
て
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

柳
　
歩
夢
さ
ん
（
２
年
）

■人　口 62,704人（－41） 男 30,731人（－21） 女 31,973人（－20）
■世帯数 19,930世帯（＋9） 12月末現在（ ）は前月からの増減

しょう た

な み

あ
ゆ

む

み

ら
の

こ
ず
え

携帯サイト

まり な
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